
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１７ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校「現代の国語」 （数研出版） 

副教材等 改訂版 アシスト常用漢字 （数研出版） 高等学校「現代の国語」準拠ワーク 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代の評論文やエッセイを読むことによって、基礎的な日本語の力をつけるとともに、豊かな心と知性、

想像力を育てましょう。現代社会を扱った作品を読み、その世界に触れながら日本語の語彙を増やし、日

本語の表現法を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

現代に生きるための日本語力を醸成する。 

１ 評論文を論理的に理解し、そのテーマにそって自ら思考する力を養う。 

２ 説明的作品を読解するなかで、日本語の語彙を豊かにする。 

３ 表現力、創造力を高め、社会性、国際性を育み、現代に生きる力を培う。 

４ エッセイに親しみ、自国や世界どの文化、歴史、思想などの理解を深める。 

５ 生涯にわたり読書に親しむ習慣を身に付ける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の実社会に必要な国語の
知識や技能を身に付けるよう
にしている。 

現代の日本語において「話すこと、聞
くこと」、「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、論理的に考える力
や、他者との関わりの中で伝えあう
力を高め、自分の思いや考えを広め
たり深めたりすることができるよう
にしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社
会に関わることができ、言葉が
持つ価値への認識を深めようと
するとともに、進んで読書に親
しみ、言葉を効果的に使おうと
している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 
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作者の意図をつかむ 
ａ： 言葉と言葉を適切に関係づける論理性

について、本文に即して十分に理解できて

いる。 

ｂ[読]：文章の構成や展開から主題を読解

しようとしている。 

ｃ：言語が個人や社会の中で果たしている

役割について理解しようとしている。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 
［教材］ 

 論理的ということ 

対比表現から特徴を読み取る ａ：「庭」について理解しようとしている。 

ｂ[読]：文章の構成や展開から主題を読解

しようとしている。 

ｃ：対比の論述方法を学ぼうとしている。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

水の東西 

自らの意見を伝える 

ａ：意見を述べる話題について理解しようと

している。 

ｂ[書]：主題の伝わる意見文を書こうとして

いる。 

ｃ：意見を述べることの大切さを学ぼうとして

いる。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

意見文を書く 

作者の主張を取り出す 
ａ：頭括型・尾括型・双括型といった文章の

型を用いて、自分の考えを明確に述べるこ

とができている。 

ｂ[読]：文章の構成や展開から主題を読解

しようとしている。 

ｃ：主体性をもって粘り強く考えを整理して

学習課題に取り組んでいる。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 
［教材］ 

「わらしべ長者」の経済
学 

言葉の働きを学ぶ 

ａ： 筆者が述べるレトリックの意義を十分に

理解できている。 

ｂ[話] 自分の考えが伝わっているかを確か

めながら、話し方を変えたり、工夫したりす

ることができている。 

ｃ：筆者の主張を捉えたうえで、他者と話し

合って考えを積極的に深めることができて

いる。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

コインは円形か 

要約は何が大切かを学ぶ 
ａ：要約文の役割を学ぼうとしている。 

ｂ[書]：わかりやすい要約文を書こうとしてい

る．。 

ｃ：要約文の自己評価ができるようになろう

としている。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

要約する 

情報の妥当性や信頼性の吟味

の仕方について学ぶ 

ａ： 実例を調査し、必要な情報を的確にま

とめることができている。 

ｂ[読]：文章の構成や展開から主題を読解

しようとしている。 

ｃ： 実例を探し、複数の資料を調べて考察

を深めている。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

人と自然の共生とはど
ういうことか 

評論文の構成を学ぶ ａ：主張と論拠など情報と情報との関係につ

いて理解することができる。 

ｂ[話]：事例の内容や、相手の意見の意図

などを確認しながら話し合うことができてい

る。 

ｃ： 粘り強く根拠立てて学習課題に取り組

んでいる。 

定期考査 定期考査 

ノート 

ワークシート 

テキスト音読 

［教材］ 

他者を理解するという
こと 
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※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数  ・話すこと／聞くこと …  （  ２０    ）時間 

            ・書くこと      …  （  ３０    ）時間 

            ・読むこと      …  （  ２０    ）時間 


